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板木雅彦　教授　略歴・主要著作目録

略　　歴

［学歴］

1980 年 3 月 京都大学経済学部経済政策卒業

1982 年 3 月 京都大学大学院経済学研究科博士前期課程修了

1984 年 3 月 京都大学大学院経済学研究科博士後期課程中退

2006 年 11 月 博士（経済学、京都大学）学位取得

［職歴］

1984 年 4 月～1990 年 3 月 京都大学経済研究所助手

1987 年 11月～1989 年 10 月 イギリス、レディング大学 Visiting Research Fellowとして

  在外研究

1990 年 4 月～1993 年 3 月 立命館大学国際関係学部専任講師

1993 年 4 月～2000 年 3 月 立命館大学国際関係学部助教授

1998 年 9 月～1999 年 9 月 イギリス、サセックス大学 Visiting Research Fellowとして

  在外研究

2000 年 4 月～現在に至る	 立命館大学国際関係学部教授

［学内役職歴］

2000 年 4 月～2001 年 3 月 立命館大学国際関係学部副学部長

2009 年 4 月～2013 年 3 月 立命館大学国際関係学部学部長

2017 年 4 月～2019 年 3 月 立命館大学図書館長

［学外役職歴］

現在 日本国際経済学会常任理事

［受賞］

2008 年 日本国際経済学会「小島清研究奨励賞」受賞
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研究業績

論文

1982 年

「韓国繊維産業の発展と国際的連関」（Development of South Korean textile industry and its 

international linkage）修士論文 1982 年 1 月

1984 年

「韓国繊維産業の発展と国際的連関」（Development of South Korean textile industry and its 

international linkage）『経済論叢』（The Economic Review）133 巻 4・5 号、96-118 ページ、

1984 年 4・5 月

1985 年

「多国籍企業と内部化理論─S.ハイマーから折衷理論にいたる理論的系譜とその検討（上）

（下）」(The multinational enterprise and internalization theory: theoretical development 

from S. Hymer to eclectic theory) 京都大学経済学会『経済論叢』（The Economic Review）

136 巻 2 号、25-46 ページ、1985 年 8 月、136 巻 5・6 号、16-30 ページ、1985 年 11・12 月（京

都大学経済研究所 KIER　リプリント・シリーズ No.248.）

1986 年

「直接投資と多国籍企業理論の展開─内部化理論の検討をふまえて」（Development of the 

theory of foreign direct investment and the multinational corporation）杉本昭七編著『多

国籍企業と重層的統合化』同文舘、231-271 ページ、1986 年 1 月

「『資本論』第 2巻第 3篇「社会的総資本の再生産と流通」における外国貿易捨象の命題につい

て（上）（下）」（The proposition of excluding foreign trade in Capital, vol.2, book 3）『経

済論叢』（The Economic Review）137 巻 6 号、17-31 ページ、1986 年 6 月、139 巻 2・3 号、

24-39 ページ、1987 年 2・3 月

「直接投資と多国籍企業理論の展開─内部化理論の検討をふまえて」国際経済学会編『国際

経済 :戦後 40 年　世界経済の構造変化と展望』37 号、212-216 ページ、1986 年 10 月（京都

大学経済研究所 KIER　リプリント・シリーズ No.255.）

“The multinational enterprise and internalization theory: theoretical development from S. 

Hymer to eclectic theory,” Kyoto Institute of Economic Research, Discussion Paper, 

No.207, pp.1-44, May 1986.

1987 年

「国際的過剰貸付資本と債務累積」（International excessive loan-capital and the third 
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worldʼs indebted problem）中村雅秀編著『累積債務の政治経済学』ミネルヴァ書房、33-63

ページ、1987 年 5 月

1988 年

「リカード貿易論を中心とする諸理論の再検討」（Ricardoʼs foreign trade theory and others 

reconsidered）『経済論叢』（The Economic Review）142 巻 4 号、142-159 ページ、1988 年

10 月

1989 年

「企業内国際分業の労働体系」（Labor system in the international intra-firm division of 

labor）吉信粛編著『現代世界経済論の課題と日本』同文舘、41-64 ページ、1989 年 3 月

“A critical assessment of the eclectic theory of the multinational enterprise,” University of 

Reading Department of Economics, Discussion Papers in International Investment and 

Business Studies, Series B, Vol.II (1989/90), No.129,  pp.1-19, April 1989

“D. Ricardoʼs foreign trade theory re-interpreted,” University of Reading Department of 

Economics, Discussion Papers in Economics, Series A, Vol.I (1989/90), No.226, pp.1-24, 

October 1989.

1990 年

“European multinationals and 1992,” with Michael Waterson, University of Reading 

Department of Economics, Discussion Papers in International Investment and Business 

Studies, Series B, Vol.III (1990/91) No.141, pp.1-21.

1991 年

“A critical assessment of the eclectic theory of the multinational enterprise,” Journal of 

International Business Studies, Vol.22 No.3, pp.445-460, the third quarter 1991.

“The international rent and the comparative advantage theory of foreign direct investment 

in a simple Ricardian model,” 『立命館国際研究』（The Ritsumeikan Journal of 

International Studies）4巻 3号、59-76 ページ、1991 年 12 月

1992 年

「技術貿易の構造」（The structure of Japanʼs technology trade）杉本昭七、藤原貞雄編『日

本貿易読本』東洋経済新報社、168-185 ページ、1992 年 5 月

「単純なリカード・モデルによる国際地代と直接投資の比較優位理論」（The international 

rent and the comparative advantage theory of foreign direct investment in a simple 

Ricardian model）国際経済学会編『国際経済─激動の世界経済』43 号、169-171 ページ、

1992 年 10 月

“The oligopoly profit cycle and international operations of the multinational corporation,” 



－ x－

『立命館国際研究』5巻 2号、1-30 ページ、1992 年 9 月

1993 年

「技術と寡占間競争─多国籍企業の寡占利潤サイクルと国際事業活動」（The oligopoly profit 

cycle and international operations of the multinational corporation）杉本昭七編著『現代

世界経済の転換と融合』同文舘、113-133 ページ、1993 年 7 月

「対外直接投資と国際地代の理論」（Foreign direct investment and the international rent 

theory）『経済理論学会年報　第 30 集　日本資本主義の現代的特質』青木書店、282-284 ペー

ジ、1993 年 10 月

1994 年

「欧州統合と現代国民国家の行方（上）（下）」（The European integration and the nation-

state）『立命館国際研究』6巻 3号、86-114 ページ、1993 年 12 月、6巻 4号、123-147 ページ、

1994 年 3 月

1996 年

「高度成長期の日本資本主義と外国貿易─国際過剰資本の形成の視角から」（Japanese 

capitalism and foreign trade in the period of the high-growth economy）『立命館国際研

究』8巻 4号、205-237 ページ、1996 年 3 月

「社会科学方法論としての弁証法の定式化」（Formulation of dialectics as a social science 

methodology）『立命館国際研究』9巻 1号、133-148 ページ、1996 年 5 月

「日本の高度成長期における過剰資本の形成」（The accumulation of surplus capital in the 

period of the high-growth economy of Japan）国際経済学会編『国際経済─環境・資源問

題と国際貿易』47 巻 2 号、91-92 ページ、1996 年 9 月

「利子率の決定（上）」（Determination of the interest rate）『立命館国際研究』9巻 3号、

48-63 ページ、1996 年 12 月

1997 年

「利子率の決定（下）」（Determination of the interest rate）『立命館国際研究』9巻 4号、

185-208 ページ、1997 年 3 月

「社会科学方法論としての弁証法の定式化（上）」『立命館国際研究』10 巻 1 号、71-86 ページ、

1997 年 5 月

「貨幣蓄蔵と支払手段の統一物としての世界貨幣」（Universal money as the unity of hoard of 

value and means of payment）関西大学『商学論集』（The Business Review of Kansai 

University）42 巻 2 号、1-16 ページ、1997 年 6 月

「高度成長期の日本資本主義と外国貿易」（Japanese capitalism and foreign trade in the 

period of the high-growth economy）日本貿易史研究会編『日本貿易の史的展開』三嶺書房、
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135-172 ページ、1997 年 11 月

1998 年

「多国籍企業の政治経済学」（Political economy of multinational corporation）関下稔、石黒馨、

関寛治編著『現代の国際政治経済学』法律文化社、77-91 ページ、1998 年 4 月

2000 年

「複雑系と弁証法（上）」（System of complexity and dialectics）『立命館国際研究』13 巻 2 号、

29-42 ページ、2000 年 12 月

2001 年

「複雑系と弁証法（下）」（System of complexity and dialectics）『立命館国際研究』14 巻 1 号、

91-106 ページ、2001 年 6 月

2002 年

「社会科学方法論としての弁証法の定式化─表象および存在形態と本質（上）」（Formulation 

of dialectics as social science methodology: representations, forms of existence and 

essence (1)）『立命館国際研究』14 巻 4 号、1-25 ページ、2002 年 3 月

「社会科学方法論としての弁証法の定式化─表象および存在形態と本質（中）」（Formulation 

of dialectics as social science methodology: representations, forms of existence and 

essence (2)）『立命館国際研究』15 巻 1 号、53-72 ページ、2002 年 6 月

「社会科学方法論としての弁証法の定式化─表象および存在形態と本質（下）」（Formulation 

of dialectics as social science methodology: representations, forms of existence and 

essence (3)）『立命館国際研究』15 巻 2 号、1-17 ページ、2002 年 10 月

2003 年

「社会科学方法論としての弁証法の定式化─空間的運動形態と機能・制限」（Formulation of 

dialectics as social science methodology: forms of motion in space and their functions 

and barriers）『立命館国際研究』15 巻 3 号、249-268 ページ、2003 年 3 月

「社会科学方法論としての弁証法の定式化─時間的運動形態と機能・制限」（Formulation of 

dialectics as social science methodology: forms of motion in time and their functions and 

barriers）『立命館国際研究』16 巻 1 号、31-47 ページ、2003 年 6 月

「多国籍企業のグローバル展開と国際過剰資本」紺井博則、上川孝夫編『グローバリゼーショ

ンと国際通貨』日本経済評論社、第 2章、27-49 ページ、2003 年 12 月

2004 年

「利潤率の長期低落傾向と置塩定理の展開（上）（下）」（The law of the tendential fall of the 

rate of profit and the development of the Okishio theorem）『立命館国際研究』17 巻 1 号、

1-17 ページ、2004 年 6 月、17 巻 2 号、23-47 ページ、2004 年 10 月
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「1992 年以降のアメリカ対外直接投資と過剰資本」中村雅秀、奥田宏司、田中祐二編著『グロー

バル戦略の新世紀パラダイム』晃洋書房、40-58 ページ、2004 年 12 月

2005 年

“In search of the driving force of globalization: the long-term decline of the profit rate in 

the US and other advanced capitalist countries,” Ritsumeikan International Affairs, 

Vol.3, pp.105-124.

「多国籍企業化と政策対立」新岡智、板木雅彦、増田正人編著『国際経済政策』有斐閣、第 11

章、188-204 ページ、2005 年 8 月

「いわゆる『のれん代』からみた多国籍企業の独占的産業株式資本への転化」『国際経済』56 号、

72-94 ページ、2005 年 10 月

「サービスと生産的労働の理論（上）」『立命館国際研究』18 巻 2 号、1-21 ページ、2005 年 10

月

2006 年

「いわゆる『のれん代』からみた産業資本の産業株式資本への転化」『立命館国際研究』18 巻 3

号、93-120 ページ、2006 年 3 月

「サービスと生産的労働の理論（中）」『立命館国際研究』19 巻 1 号、71-87 ページ、2006 年 6

月

「国際過剰資本の誕生」『季刊経済理論』43 巻 2 号、15-26 ページ、2006 年 7 月

「サービスと生産的労働の理論（下）」『立命館国際研究』19 巻 2 号、71-88 ページ、2006 年 10

月

「世界経済のサービス化とグローバル化」関下稔、板木雅彦、中川涼司編著『サービス多国籍

企業とアジア経済─21世紀の推進軸』ナカニシヤ出版、第 1章、10-40 ページ、2006 年

10 月

2007 年

「いわゆる『のれん代』からみた多国籍企業と世界経済の変容」『季刊経済理論』44 巻 1 号、

4-11 ページ、2007 年 4 月

2008 年

「投機資本の時代─金融グローバリゼーションとデリバティブ、ヘッジファンド」田中祐二、

板木雅彦編著『岐路に立つグローバリゼーション─多国籍企業の政治経済学』ナカニシヤ

出版、3-25 ページ、2008 年 12 月

2009 年

“The Birth of International Surplus Capital and After,” The International Economy (The 

Jounal of the Japan Society of International Economics), No.13, pp.15-22.
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「世界金融危機と国際過剰資本の展開」『経済』162 号、100-107 ページ、2009 年 3 月

2010 年

「国際過剰資本とグローバリゼーション」田中祐二、中本悟編著『地域共同体とグローバリ

ゼーション』晃洋書房、267-287 ページ、2010 年 11 月

2014 年

「多変数間の先導・追従関係に関する軌道分析について」Working Paper Series (The 

International Studies Association of Ritsumeikan University)、IR2014-1、1-37 ページ、

2014 年 4 月

“Orbit Analysis of Leading-Following Relations among Multiple Variables,” The 

Ritsumeikan Journal of International Studies（『立命館国際研究』）27 巻 1 号、1-33 ページ、

2014 年 6 月

2015 年

「軌道分析と主成分分析の組み合わせによる時系列多変量解析」Working Paper Series (The 

International Studies Association of Ritsumeikan University)、IR2014-4、1-60 ページ、

2015 年 3 月

“Time-Series Multivariate Analysis by Orbit Analysis and Principal Component Analysis 

Combined (1),” The Ritsumeikan Journal of International Studies（『立命館国際研究』）

28 巻 1 号、25-52 ページ、2015 年 6 月

“Time-Series Multivariate Analysis by Orbit Analysis and Principal Component Analysis 

Combined (2),” The Ritsumeikan Journal of International Studies（『立命館国際研究』）

28 巻 2 号、21-49 ページ、2015 年 10 月

2016 年

「現代国際経済の動向と課題」（大田英明氏との共著）板木雅彦、本名純、山下範久編著『プレ

リュード国際関係学』東信堂、19-38 ページ、2016 年 3 月

2017 年

「リカード・マルクス型貿易理論を目指して（1）:国内経済の構造」（Towards a new 

framework of trade theory: A Ricardo-Marx type (1) domestic economic structure）, 

Working Paper Series (The International Studies Association of Ritsumeikan University)、 

IR2017-1、1-29 ページ、2017 年 9 月

「リカード・マルクス型貿易理論を目指して（2）:比較優位・劣位と分配」（Towards a new 

framework of trade theory: A Ricardo-Marx type (2) comparative advantage / 

disadvantage and distribution）, Working Paper Series (The International Studies 

Association of Ritsumeikan University)、IR2017-2、1-27 ページ、2017 年 8 月
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「リカード・マルクス型貿易理論を目指して（3）:外国為替相場、部分特化、完全特化」（Towards 

a new framework of trade theory: A Ricardo-Marx type (3) foreign exchange rate, partial 

specialization and full specialization）, Working Paper Series (The International Studies 

Association of Ritsumeikan University)、IR2017-3、1-50 ページ、2017 年 8 月

2018 年

「価格ニュメレールと国際不等労働量交換」 (Price numéraire and international unequal 

exchange of labor) 『立命館国際研究』31 巻 1 号、39-77 ページ、2018 年 6 月

「リカード・マルクス型貿易理論を目指して :比較優位・劣位と分配」 (Towards a Ricardo-

Marx type trade theory: Comparative structure and distribution) 『国際経済』69 巻、67-

102 ページ、2018 年 10 月

「ケインズ経済学の失敗 :修正ケインズ・フォン・ノイマン体系の視角から」、Working Paper 

Series (The International Studies Association of Ritsumeikan University)、 IR2018-1、1-24

ページ、2018 年 9 月

「世界経済の構造 ─修正ケインズ・フォン・ノイマン型価格体系と物量体系の双対性より」、

Working Paper Series (The International Studies Association of Ritsumeikan University)、 

IR2018-2、1-58 ページ、2018 年 12 月

2020 年

“The dual equation and the net economic resource,”『立命館国際研究』32 巻 4 号、321-351

ページ、2020 年 3 月

2021 年

“The formation of surplus capital in China and the capital flight crisis in 2015-2016,” The 

Ritsumeikan Economic Review,『立命館経済学』Vol.69 No. 5・6、pp.156-192、2021 年 3

月

「中国における過剰資本の形成と資本逃避危機（2015-2016）」、Working Paper Series (The 

International Studies Association of Ritsumeikan University)、IR2021-1、1-38 ページ、

2021 年 5 月

2022 年

「アメリカン・グローバリゼーションと中国経済体制─米中貿易の国際的枠組みと国内的基

盤」中本悟、松村博行編著『米中経済摩擦の政治経済学─大国間の対立と国際秩序』晃洋

書房、11-32 ページ、2022 年 3 月

著書（単著）

『国際過剰資本の誕生』ミネルヴァ書房、2006 年 3 月
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著書（編著）

新岡智、板木雅彦、増田正人編著『国際経済政策論』有斐閣、2005 年 8 月

関下稔、板木雅彦、中川涼司編著『サービス多国籍企業とアジア経済─21世紀の推進軸』

ナカニシヤ出版、2006 年 10 月

田中祐二、板木雅彦編著『岐路に立つグローバリゼーション─多国籍企業の政治経済学』ナ

カニシヤ出版、2008 年 12 月

石田修、板木雅彦、櫻井公人、中本悟編著『現代世界経済をとらえる Ver.5』東洋経済新報社、

2010 年 4 月

板木雅彦、本名純、山下範久編著『プレリュード国際関係学』東信堂、2016 年 3 月

足立研幾、板木雅彦、白戸圭一、鳥山純子、南野泰義編著『プライマリー国際関係学』ミネル

ヴァ書房、2021 年 3 月

テキスト

1987 年

「資本は国境を越える─国際直接投資論」杉本昭七、関下稔、藤原貞雄、松村文武編著『現

代世界経済をとらえる』東洋経済新報社、57-65 ページ、1987 年

「世界のなかの日本」清野正義、小野秀生編著『新「学問のススメ」2　現代社会を考える』法

律文化社、249-265 ページ、1987 年

1991 年

「経済学と国際投資─直接投資と証券投資のパラダイム」杉本昭七、関下稔、藤原貞雄、松

村文武編著『現代世界経済をとらえる』東洋経済新報社、88-104 ページ、1991 年 10 月

1994 年

「先進国経済統合と貿易」吉信粛編著『貿易論を学ぶ』有斐閣選書、247-255 ページ、1994 年

7 月

1996 年

「資本は国境を越える」関下稔、小林誠、山形英郎、南野泰義、森岡真史編著『プロブレマティー

ク国際関係』東信堂、第 5章、83-99 ページ、1996 年 4 月
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